
令和３年度学校評価 学校関係者評価報告書 

 

茨城県結城看護専門学校 

１ 評価委員構成 

評価委員 ９名 内訳：実習施設関係者4名、教育機関3名、卒業生1名、行政機関1名 

 

２ 学校の自己評価に対する客観的評価   

 １）評価結果 

評価基準 評価人数 

評価は妥当である ６人（67％） 

評価は概ね妥当である （課題が少しある） ３人（33％） 

評価はやや妥当である （課題がやや多め） － 

評価は妥当とは言えない（課題が多数ある） － 

 

 ２）評価コメント 

   

期待する点 

・コロナ禍であっても評価が上がっていること、職員の協働意欲が高まって 

いることは素晴らしい。 

・臨地実習や学内実習と臨機応変に工夫を凝らし、教員の努力が窺える。 

・評価の背景に教員間の協働や働きやすい雰囲気等があることは良い。 

 

３ 組織目標の自己評価に対する客観的評価   

 １）評価結果 

評価基準 評価人数 

評価は妥当である ６人（67％） 

評価は概ね妥当である （課題が少しある） ３人（33％） 

評価はやや妥当である （課題がやや多め） － 

評価は妥当とは言えない（課題が多数ある） － 

 

 ２）評価コメント 

改善項目 視点 内容 

課題1評価項目の精選・縮小 

関連項目・内容の整理 学校の特徴を表出すること。 

評価内容の精選 学校運営の実状をふまえ評価内容の精選

が必要。 

学校として具備すべき内容と期待すべき

目標等を精選しながら項目の検討が必要。 

課題2 教育機関間の課題の共有 

と改善に向けた取組み 

教育連携体制の強化 実習施設側も教育上の課題を理解し取組

む協力体制が必要。 

課題3 ICTの効果的な活用 ICTの活用と教育の充実 勉強会等を計画・実施。 

組織目標 改善点 内容 

目標1入学生の定員及び総 

定員の確保 

課題1学生確保の取組み実態の数値化に 

よる可視化の工夫 

・学生確保への取組状況だけでなく

戦略的な工夫点・数値化が必要。 

目標2学習支援を充実し、 

看護師国家試験全員 

合格を目指す 

課題1学習困難な学生への支援体制の強 

化（専門的な支援等） 

課題2学習困難な学生の支援の統一化、 

カウンセラーとの連携・強化 

課題3学生を指導する教員への支援体制 

の充実 

・学習支援方法の検討は継続的に取

組む課題、工夫を積み重ねより良

い教育方法を選択していく。 

・学習困難な学生指導を根気強く支

援する。 

目標3教職員の教育力の向 

上、教育内容の充実 

課題1実習施設と課題を共有し、改善に 

向けた積極的な取組み 

・小さな支援が積み重なり結果に繋 

がるものであり、実習施設側も継 

続的に協力していく。 



   

期待する点 

・学内での検討が進み、次年度への対策や方向性が具体的で良い。 

・各目標に評価方法、課題、改善策と具体的に示すことで理解しやすかった。 

・学習意欲に課題のある学生への寄り添う支援体制が構築されている点は 

大変良い。 

 

４ ５つの取組み評価についての評価   

 ＜ご意見＞ 

  １）公開授業 

  ・公開授業は臨床における教育検討に役立っている。参加型・見学型公開授業を継続してほしい。 

  ・学校は学生の学習に注目するだけでなく、保護者や実習指導者等、学生支援する側へも視点を広げ、学 

校の取組みや公開授業に参加する仕組み等、取組みはとても良い。 

   ・看護技術演習の公開授業は施設の実習指導者が基礎教育に内容を再認識し実習指導に活用できる。 

また、学校の教員が技術演習の課題に気付くことができる等、双方にとって意義のある内容と言え、今 

後も継続し深化させて欲しい。 

  ２）学生の学校生活満足度調査 

  ・学生が学校生活を満足できるよう施設内の修繕等は計画的に取組んで欲しい。 

  ・コロナ禍の中で、学生の学校生活満足度に注視している点は素晴らしい。 

   ・学生の学校生活満足度調査のように学生の声を聞き、改善しなければならない課題を明確化していくこ 

とは大変良い。 

  ３）評価項目・評価方法 

   ・学校業務・委員会活動・領域別活動を学校評価項目に落とし込み、学校として取組むべき事項とした評 

価すると良い。また評価項目に保護者や学生の意見を取り入れているか等の内容を追加すると良い。 

 

５ その他のご意見など 

  ・様々に限られた条件の中で、教員一人ひとりの熱意により本当によく運営されているなと思います。今後 

とも、優秀な看護専門職の育成のため、互いに尽力していきましょう。 

 

以上 

目標4県内就業率の維持・ 

向上 

課題1コロナ禍での就職活動への不安軽 

   減 

・コロナ禍等の非常事態でも工夫を 

重ね就職指導を継続。 

目標5組織の効率化、効果 

的な運営の推進 

課題1業務実態の把握と教員のメンタル 

支援 

課題2時間外勤務が減少している反面、 

持ち帰り状況の実態把握 

・定期的な業務量調査等、実態調査

を行い、可視化することで改善へ

の取組みをすることが重要。 

・負荷業務ないか聞き取り、日々の 

業務調整が必要。 


